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取締役及び監査役に対するストックオプション報酬額設定及び内容決定に関するお知らせ 
 
 

 
当社は、平成19年5月25日開催の取締役会において、当社の取締役及び監査役に対し、下記のとおりストックオプ
ション報酬額設定及びストックオプションとして新株予約権を発行することの承認を求める議案を、平成19 年6月26 

日開催予定の当社第106 回定時株主総会に提案することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．提案の理由 
中期経営計画の業績目標の遂行を目指し、企業価値の増大を図るために、当社の取締役及び監査役の当社に対す

る経営参画意識を高め、業績向上に対する意欲や士気を喚起することを目的として、従来、ストックオプションは、

株主の皆様以外の方に対し特に有利な条件で新株予約権を発行するものであったのに対し、会社法施行後は、取締

役に対してストックオプションとして発行される新株予約権は、取締役及び監査役の報酬等として位置づけられま

したことに伴い、従来の取締役及び監査役の報酬額とは別枠のストックオプション報酬額としてその額及び具体的

内容につき、株主の皆様のご承認をお願いするものであります。 

 
２，議案の内容 
当社の取締役の報酬額は、昭和62年6月25日開催の第88回定時株主総会で月額600万円以内、監査役の報酬額は
平成6年6月29日開催の第94回定時株主総会で月額250万円以内、とする旨をご承認いただき今日に至っております
が、当該取締役及び監査役の報酬とは別枠で、当社取締役に対する報酬として年額3,500万円の範囲内、当社監査役
に対する報酬として年額1,500万円の範囲内でストックオプションとして下記のとおり新株予約権を発行すること
につき、株主の皆様のご承認をお願いするものであります。また、取締役及び監査役選任に関する議案が原案どお
り承認されますと、取締役は4名、監査役は3名となります。 
ストックオプションとしての報酬額は、新株予約権の割当日において算定した新株予約権１個あたりの公正価額
に、割り当てる新株予約権の総数を乗じて得た金額となります。 

 
２．新株予約権発行の要領 
（1） 新株予約権の割当を受ける者 
     当社の取締役及び監査役 

（2） 新株予約権の目的たる株式の種類及び数 
        当社普通株式250,000株を上限とする。 
（3） 新株予約権の数の上限 

2,500個を上限とする。但し、各事業年度にかかる定時株主総会の日から１年間以内の日に取締役及び監査役
のために発行する新株予約権の総数に関しては、発行する新株予約権の各々の数に、それぞれ割当日において
２項モデルに基づき算出した新株予約権１個当たりの公正価値を乗じた額の合計が、上記１の報酬額の上限額を
超えないものとする。 

       （新株予約権1個あたりの目的となる株式数は100株とする。但し、（2）に定める株式の調整を行った場 
         合は、同様の調整を行う。） 
（4） 新株予約権と引換えに払い込む金銭 
       金銭の払込を要しないこととする。ストックオプションとしての給与ないし報酬額は、新株予約権の割当

日において算定した新株予約権１個あたりの公正価額に、割り当てる新株予約権の総数を乗じて得た金額

となります。したがって、金銭の払込を要しないことは、特に有利な条件での発行には該当いたしません。 

 



  

（5） 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 
        各本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることがで 
         きる株式 1株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に付与株式数を乗じた額とする。 
        行使価額は新株予約権の割当日の属する月の前月の各日（取引が成立しない日を除く）の東京証券取引所

における当社普通株式の普通取引の終値(以下「終値」という)の終値の平均値に１．０５を乗じた金額とし、
1円未満の端数は切り上げる。ただし、その金額が割当日の終値（当日に終値がない場合は、それに先立つ
直近日の終値）を下回る場合は、割当日の終値とする。行使価額の調整が必要な場合は、以下のとおりとす
る。 

 
① 当社は、本新株予約権の発行後、当社が時価を下回る価額を払込金額として発行する当社普通株式又は処 
      分する当社の有する自己株式を引き受ける者の募集をする場合（ただし、当社普通株式の交付と引換えに 
      取得される証券もしくは取得させることができる証券又は当社普通株式の交付を請求できる新株予約権 
     （新株予約権付社債に付されたものを含む。）の取得又は行使による場合を除く。）には、次に定める算 
      式により行使価額を調整する。なお、次の算式において「既発行株式数」は、当社の発行済普通株式総数 
      から、当社の有する当社普通株式数を控除した数とする。 

 
＋ 新発行・ 
処分株式数 × 1株あたりの 

払込金額・処分価額 既発行 
株式数  時 価 

調整後 
行使価額 ＝ 調整前 

行使価額 × 
既発行株式数  ＋  新発行・処分株式数 

 
② また、行使価額は、本新株予約権の発行後、当社普通株式の分割、無償割当若しくは併合、又は時価を下

回る価額をもって当社普通株式の交付と引換えに取得される証券（権利）若しくは取得させることができ
る証券（権利）又は当社普通株式の交付を受けることができる新株予約権の交付と引換えに取得される証
券（権利）若しくは取得させることができる証券（権利）又は行使することにより当社普通株式の交付を
受けることができる新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の発行が行われる場合等に
も適宜調整される。 

（6） 本新株予約権の権利行使期間 
     新株予約権の付与決議日後 2年を経過した日から 10年以内の範囲で取締役会において定める。 
（7） その他の本新株予約権の行使の条件 
 ①   各本新株予約権の 1個を分割して行使できないものとする。 
  ②   権利行使時に取締役又は監査役の地位にあることを要する。 
③  新株予約権の割当を受けた取締役及び監査役は、その地位を喪失したときに本新株予約権は失効する。た

だし当社取締役及び監査役が任期満了により退任した場合、その他正当な理由がある場合はその限りでな
い。 

（8） 本新株予約権の取得条項 
       当社は、当社の株主総会において、当社が吸収合併消滅会社または新設合併消滅会社となる合併契約書承 
       認の議案、当社が株式交換完全子会社となる株式交換契約書承認の議案または当社が株式移転完全子会社 
       となる株式移転計画承認の議案等が承認され、かつ、当社が取締役会決議により本新株予約権の取得を必 
       要と認めて一定の日を定め、当該日が到来したときは、当該日に、本新株予約権を無償で取得することが 
       出来る。また、新株予約権者が権利を行使する条件に該当しなくなった場合は、当社は本新株予約権を無

償で取得することが出来る。 
（9） 新株予約権の譲渡制限 

       本新株予約権の譲渡は出来ない。 
（10） 本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 
① 本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第 40条第

1 項の規定に従い算出される資本金等増加限度額の 2分の 1 の金額とし、計算の結果 1円未満の端数が
生じる 場合はその端数を切り上げた金額とする。 

② 本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、本項①記載の資本金
等増加限度額から本項①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 

（11） 端数の切り捨て 
       本新株予約権者に交付する株式の数に 1株に満たない端数がある場合には、これを切り捨てるものとする。 
（12） 取締役会への委任 
         上記に定めるもののほか、本新株予約権に関する事項は、平成 19 年６月 26 日開催予定の当社第 106 回

定時株主総会において承認可決されることを条件とし、同株主総会後に開催される当社取締役会の決議を
もって決定する。 

(13)  新株予約権の公正価額 
新株予約権の公正価額は、割当日における当社株価及び公正価額等の諸条件をもとに、２項モデルを用い
て算定する。 

 
                                                以 上 


